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　前回は、“上に行く力が大変強い 柄は下げたとしても転換線が下値の壁になることが多い”とい

うことについてご説明しました。（４月１４日号のリポート参照）

　今回は下げ相場についてです。1601 帝石のチャートをご覧下さい。今度は前回とは全く逆です。
転換線に沿って値下がりを続けています。このように下げが急な場合は転換線が上値の壁になるこ

とが多いのです。つまり、上に行く力が大変乏しい 柄は戻したとしても転換線が上値の壁になる

ことが多いということになります。

　そこで、“上に行く力が大変強い 柄の押しめは転換線で待つ”反対に、上に行く力が大変乏しい

柄は転換線まで戻りがあったら売却をするのが賢明といえましょう。

　この件に関するお問い合わせは　０３－３６６９－５０２２　−問メールは　dekioka@hikarikeizai.co.jp

毎日更新、旬な 柄を選んで分かりやすく֝説する、無料テレフォンサービスの「やさしいチ

ャート教室」　03－3669－5552で放送中、是 お聞きください。

《帝石》日

Alpha Chart社製

このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。 柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるよう

にお い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。


